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61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている
（参考項目：30,31）

1. ほぼ全ての利用者が

68
職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が

62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔
軟な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない

2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

4. ほとんどいない 4. ほとんどいない

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る
（参考項目：49）

1. ほぼ全ての利用者が

67
職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 利用者の２/３くらいが

59
利用者は、職員が支援することで生き生きした
表情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

1. ほぼ全ての利用者が

66
職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

1. ほぼ全ての職員が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 職員の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 職員の１/３くらいが

3. 利用者の１/３くらいが 3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどいない

2. 利用者の２/３くらいが 2. 少しずつ増えている
3. 利用者の１/３くらいが 3. あまり増えていない
4. ほとんどいない 4. 全くいない

3. たまにある 3. たまに
4. ほとんどない 4. ほとんどない

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：38）

1. ほぼ全ての利用者が

65

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりが拡がったり深まり、事業所
の理解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

1. 大いに増えている

4. ほとんど掴んでいない 4. ほとんどできていない

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面
がある
（参考項目：18,38）

1. 毎日ある

64
通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度

56
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

1. ほぼ全ての利用者の

63

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
（参考項目：9,10,19）

1. ほぼ全ての家族と
2. 利用者の２/３くらいの 2. 家族の２/３くらいと
3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】

基本情報リンク先 http://www.kaigokensaku.mhlw.go.jp/33/index.php?action_kouhyou_detail_2017_022_kani=true&JigyosyoCd=3370107165-00&PrefCd=33&VersionCd=022

多種多様のボランティア（絵画教室、朗読、フェイシャルエステ、季節の外出行事の際に協力
してくれる人など）を受け入れており、地域の事業所として日常的に交流を図ることで、利用者
の楽しみや笑顔を創出している。事業所主催のふれあい祭りにおいて、バザーやフリーマー
ケット、バンド演奏、陶芸教室など、地域の人も気軽に参加したり楽しめるイベントを企画する
ことで、事業所の認知度を高め、地域への理解を深めている。職員の満足度・定着率が高く、
利用者や家族も安心して任せられる事業である。

評価機関名 有限会社アウルメディカルサービス

所在地 岡山市北区岩井二丁目2-18

訪問調査日 平成　２９　年　１０　月　３１　日

所在地 岡山県岡山市中区湊２６４－８

自己評価作成日 平成　２９　年　１０　月　７　日 評価結果市町村受理日

　（別紙４）

1  自己評価及び外部評価結果

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

事業所番号 ３３７０１０７１６５

法人名 テルウェル西日本株式会社

事業所名 ＮＴＴグループ　ケアポート岡山（第一ユニット）

＊家庭的な雰囲気の中で一人ひとりに心を向け、毎日穏やかに笑顔で過ごしていただけるよ
うｽﾀｯﾌ一同心を合わせて支援している。
＊家庭では味わえない季節毎の催し物や、毎月音楽療法、ｺｰﾗｽ、絵画の先生、お花の先生
によるﾚｸﾚｰｼｮﾝやﾎﾞﾗﾝﾃｨｱの方の協力を得ながら、外出する楽しみも提供している。
＊職員の研修については率先して受講させ充実した育成計画の中で職員のｽｷﾙｱｯﾌﾟを図っ
ている。

http://www.kaigokensaku.mhlw.go.jp/33/index.php?action_kouhyou_detail_2017_022_kani=true&JigyosyoCd=3370107165-00&PrefCd=33&VersionCd=022


自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ.理念に基づく運営
1 （1） ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふまえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して
実践につなげている

2 （2） ○事業所と地域とのつきあい
利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交
流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献
事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の
人の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて
活かしている

4 （3） ○運営推進会議を活かした取り組み
運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合
いを行い、そこでの意見をサービス向上に活かし
ている

5 （4） ○市町村との連携
市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取り組みを積極的に伝
えながら、協力関係を築くように取り組んでいる

6 （5） ○身体拘束をしないケアの実践
代表者および全ての職員が「介指定基準における
禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理解して
おり、玄関の施錠を含めて身体拘束をしないケア
に取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底
管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法につい
て学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内で
の虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

ご利用者が安心して穏やかに暮らせるように「こ
こに来てよかった」と思っていただけるよう、常に
配慮することをﾐｰﾃｨﾝぐで話し合っている。言葉
使い、態度について日々話あっている。

運営推進会議には毎回出席して頂き介護保険
課からの情報提供を頂いている。岡山市「事業
者対応向上派遣事業」による研修を実施してより
良いｹｱを目指している。

岡山市の講師派遣事業を活用したり、分からない
事があれば事業者指導課へ電話連絡したりして、
日々協力関係を築きながら、サービスの質の向上
に取り組んでいる。

ﾏﾆｭｱﾙに従いﾐｰﾃｨﾝｸﾞで話し合い情報を共有し
ている。ただし身体に危険がある等どうしても必
要な時は家族に説明し同意を得ている。玄関の
施錠は外部からの侵入防止のために行ってい
る。

年１回、身体拘束について内部研修会を開催して
いる。また、外部研修にも参加しており、持ち帰っ
た内容をミーティングの中で発表し、職員に周知し
ている。言葉の拘束は、その都度話し合っている

岡山市、町内会長、老人会会長、交通安全母の
会会長、民生委員、ご家族代表等に参加いただ
き、年6回実施している。その場で情報の共有化
を図っている。

２ヶ月に１回定期的に開催しており、地域の動向
や情報、事業所内の様子を話し合っている。話し
合った情報をもとに、ボランティアによる外出支援
やテントの貸し出しなど、サービスの向上に活かし
ている。

月毎の目標を掲げ、毎朝申し送り時に唱和しｽﾀｯ
ﾌ全員で共有している。

各階のスタッフルームに理念を掲示し、職員に周
知している。また、毎年１２月には理念を振り返
り、実践できているかどうかを確認している。

避難訓練など町内会防災会のﾒﾝﾊﾞｰの方の協力
を頂き行ったり、民生委員の方に来て頂きご利用
者様をｹﾞｰﾑや作品作りなどをして楽しいひと時を
過ごしてもらったり又外出時には地域のﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ
の方にも協力を頂き花見ｺｽﾓｽ畑などに出かけ
ている。近隣の保育園から園児が年2回当施設
を訪問し交流をしている。

事業所主催のふれあい祭りでは、大学生によるバ
ンド演奏やバザー、フリーマーケット、陶芸教室な
ど数多くのボランティアが参加している。また、地
元中学生の職場体験や保育園児の慰問を受け入
れたり、町内の溝掃除やお祭りに参加したりして、
地域と密に交流を図っている。

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

運営推進会議等で認知症の方の支援などにつ
いてお話をし理解を深めている。電話での問い
合わせや申し込み見学時などにも対応してい
る。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用
管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要
性を関係者と話し合い、それらを活用できるよう支
援している

9 ○契約に関する説明と納得
契約の締結、解約又はや改定等の際は、利用者
や家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を
行い理解・納得を図っている

10 （6） ○運営に関する利用者、家族等意見の反映
利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員な
らびに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている

11 （7） ○運営に関する職員意見の反映
代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備
代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがい
など、各自が向上心を持って働けるよう職場環境・
条件の整備に努めている

13 ○職員を育てる取り組み
代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会
の確保や、働きながらトレーニングしていくことを
進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上
代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会を作り、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問
等の活動を通じて、サービスの質を向上させてい
く取り組みをしている

様々な研修の機会を捉えて1年を通して全てのｽ
ﾀｯﾌが受講できるよう配慮している。市からの研
修など施設内研修も取り入れている。研修の成
果は報告書を作成しﾐｰﾃｨﾝｸﾞで報告し全員が実
践できるよう共有化を図っている。

他のｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑの管理者やｽﾀｯﾌとのﾈｯﾄﾜｰｸを
持っている。ｹｱﾎﾟｰﾄ祭等で他県のｹｱﾎﾟｰﾄ施設
へ参加し交流を図っている。

月1回施設長同席のもとﾕﾆｯﾄ合同のｽﾀｯﾌﾐｰﾃｨﾝ
ｸﾞを行い、意見交換を行っている。日々の申し送
り時、気軽に発言できる雰囲気を作っている。

施設長との個別面談（年１回）や毎月のミーティン
グを通じて、意見や提案等を聞き取っている。年
次有給休暇も取得しやすく、率直に話し合える働
きやすい職場であり、職員の定着率に反映してい
る。

年間事業計画目標を掲げて達成すれば表彰さ
れる等やりがいのもてる仕事ができるよう配慮し
ている。気兼ねなく年次有給休暇を取れることが
できたり外部研修も勤務中いけるなど又そのｽｷ
ﾙｱｯﾌﾟの費用面についても配慮している。施設長
が年2回個人面談を行い意見交換を行っている。

ご本人、ご家族同席のもとに十分説明しておりご
理解いただいている。

玄関に意見箱を設置しているほか、ご家族の面
会時にはその都度最近のご様子をお知らせした
り月1回の手紙でも連絡している。年1回家族会
を開催し、意見交換を行っている。お誕生日会に
もご家族に参加して頂き会話ができる機会を設
けている。

家族の都合に合わせて誕生会を行ったり、利用者
と一緒に食事を楽しみながら家族会を行ったりす
るなど、意見や要望が言いやすい環境作りに努め
ている。また、認知症の進行や利用者への配慮に
関する相談や意見などはミーティング内で話し合
われ運営に反映している。

成年後見人制度については研修を受講してお
り、研修資料をﾌｧｲﾙしてｽﾀｯﾌがいつでも見るこ
とができるようにしている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援
15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困っているこ
と、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている

16 ○初期に築く家族等との信頼関係
サービスを導入する段階で、家族等が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係
づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援
サービスを導入する段階で、本人と家族等が「そ
の時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支えあう関係
職員は、本人を介護される一方の立場におかず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人を共に支えあう家族との関係
職員は、家族を支援される一方の立場におかず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている

20 （8） ○馴染みの人や場との関係継続の支援
本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めている

21 ○利用者同士の関係の支援
利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せ
ずに利用者同士が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている

皆そろって新聞読みを聞いてもらったり体操で歩
行練習等行ったり、共同作業で作品を仕上げる
たのしみなどももってもらっている。

いつでも気軽に訪問していただいたり、また季節
の変わり目には各自衣替えをお願いしたり月1回
手紙で施設での様子をご家族に報告もしている
又お誕生日会、敬老会にはご家族を招待して現
状を見ていただき、意見交換なども行っている。

友人、親戚、子供さん、お孫さん、ひ孫さん等よく
面会がある。ご家族との外出外食なども楽しまし
まれている人もある。敬老会お誕生日会にはご
来初していただき一緒に楽しんでいただいてい
る。

馴染みの美容院や喫茶店に出かけたり、家族と
一緒に外食や墓参りに出かけたりしている。また、
正月に外泊したり、家族への電話を取り次いだり
するなど、関係が継続できるように支援している。

ご家族の話し合いの中から、又ｱｾｽﾒﾝﾄの中から
今ご本人に必要なことを把握するよう努めてい
る。

その人その人のできるお手伝い（洗濯物干し・洗
濯物たたみなど）をしていただき「助かります」「あ
りがとう」など言える場面をたびたび作っている。

ご家族からの情報を得たりご本人の様子をしっ
かりみながらｽﾀｯﾌｱｾｽﾒﾝﾄｼｰﾄを作成しｽﾀｯﾌみ
んなで話し合いながら安心して生活がｽﾀｰﾄでき
るようにしている。ご本人と接する時間を多く持ち
表情や発言からご利用者の気持ちをくみ取るよ
うにしている。

入所時にお話を聴いて入所後もより多く訪問して
いただきいつでもお話を聞く体制にしている。最
後まで過ごしていただけるよう良好な関係作りを
している。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

22 ○関係を断ち切らない取組み
サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関
係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族
の経過をフォローし、相談や支援に努めている

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント
23 （9） ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている

24 ○これまでの暮らしの把握
一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に努
めている

25 ○暮らしの現状の把握
一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている

26 （10） ○チームでつくる介護計画とモニタリング
本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合い、
それぞれの意見やアイディアを反映し、現状に即
した介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映
日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化
本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟
な支援やサービスの多機能化に取り組んでいる

報・連・相がうまくいくようにｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ日誌、介
護記録に必要な情報を記入し情報の共有化がｽ
ﾑｰｽﾞにいくようにしている。

ご利用者の状況は日々変化しているのでその
時々に応じ「今ご利用者に一番大切なのか」を考
えながら対応している。

ご利用者の心身の状態は朝の申し送りでｽﾀｯﾌ
全員が毎日正確に把握している。また介護記録
ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ日誌にももれなく記入されているので
前日週休で次の日出勤しても把握できるようにし
ている。

各人の担当者とｹｱﾏﾈが協力してご本人ご家族
の要望意見を聞き取った中でｹｱﾌﾟﾗﾝ提案表によ
りｽﾀｯﾌの意見を聞いてご利用者が生き生きと生
活出来るよう介護計画を作成しﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞも毎日
行っている。

変更の１ヶ月前からケアプラン提案書を作成し、こ
れを基にサービス担当者会議を行っている。モニ
タリングは日々行い、毎月評価している。見直しは
基本６ヶ月毎に行い、変化があればその都度行っ
ている。

その人らしく過ごしていただけるようｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
をしっかり図って思いを感じたり表情を見て対応
している。

利用者の家族に生活歴を聞いたり、日々の表情
や言動などから把握している。皆で合唱する際、
歌が好きな人を前にするなど、得意なことや興味
があれば主役になれるように努めている。

ご家族ｹｱﾏﾈなどから今までの暮らしぶりを詳しく
聞いてｱｾｽﾒﾝﾄを作成しそれを基に色々検討行
いその人らしい生活が出来るよう支援している。

病院や他施設に移られても面会に行くなど関係
を大切にしている。退所後お亡くなりになられた
時も連絡をいただくのでお花を送らせてもらった
りしている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

29 ○地域資源との協働
一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している

30 （11） ○かかりつけ医の受診支援
受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得
が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きな
がら、適切な医療を受けられるように支援している

31 ○看護職との協働
介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気
づきを、職場内の看護職や訪問看護師等に伝え
て相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を
受けられるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働
利用者が入院した際、安心して治療できるように、
又、できるだけ早期に退院できるように、病院関係
者との情報交換や相談に努めている。あるいは、
そうした場合に備えて病院関係者との関係づくり
を行っている。

33 （12） ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援
重度化した場合や終末期のあり方について、早い
段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しながら方針を共有し、
地域の関係者と共にチームで支援に取り組んで
いる

34 ○急変や事故発生時の備え
利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている

35 （13） ○災害対策
火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている

年2回地域の防災会の方に参加していただき消
防訓練を実施している。消防署員による施設内
点検をしてもらっており避難経路の確認をしてい
る。災害時用食料を備蓄している。

地域の人も参加して、昼夜想定で避難訓練を実施
している。消防署立会いの下、消火器やAEDの使
用方法を学んでいる。備蓄は水や毛布などがあ
り、今後、水害を想定した訓練を予定している。

重度化や終末期対応は書面化し説明を行い同
意のｻｲﾝをもらっている。いままで1Fでは看取っ
た経験はないが重度化し医療が必要な場合はご
家族の協力を得ることが出来ればDr.Ns.と連携を
図り看取りを行なおうと思っている。

入居前に必ず指針の説明を行い、出来る事・出来
ない事などをはっきりと家族や利用者に伝えてい
る。看取りの経験もあり、外部研修に参加したり、
デスカンファレンスの中で振り返りながら方針を共
有している。利用者と家族が安心してサービスを
利用でき様に取り組んでいる。

緊急連絡体制図を各ﾕﾆｯﾄに掲示している。AED
の設置をし緊急時に備えている。緊急時ﾏﾆｭｱﾙ
を作成しｽﾀｯﾌの勉強会も行っている。

週一回ﾊﾞｲﾀﾙﾁｪｯｸ、耳掃除、つめ切り、排便困難
な方には浣腸などの処置をしていただくなど細か
く相談にのってもらっている。24時間医療連携に
より異常時はすぐ連絡指示を受けている。

入院時に度々出向き先生や看護師に状態を尋
ねたり、退院前にはDr.Ns.DTPT栄養士とのｶﾝﾌｧ
ﾚﾝｽを行い退院後安心してﾎｰﾑで生活を送れる
様支援している。

近隣の公園への散歩、保育園の園児の訪問や
中学生の職場体験学習を受け入れている。地域
と良好な関係を保ちながらその資源を活用して
いる。

毎月馴染みのかかりつけ医の往診があり、一人
ひとりの状態をDrに伝えている。又変調がある時
はすぐに連絡し、的確な指示を仰いでいる。

かかりつけ医の受診選択は、利用者と家族に任
せている。月１回の協力医による定期訪問や週１
回の訪問看護を受け入れている。精神科への通
院支援は職員が行っている。利用者の状況によ
り、訪問歯科も受け入れている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　
36 （14） ○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを
損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援
日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自
己決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし
職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのように
過ごしたいか、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援
その人らしい身だしなみやおしゃれができるように
支援している

40 （15） ○食事を楽しむことのできる支援
食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好み
や力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備
や食事、片付けをしている

41 ○栄養摂取や水分確保の支援
食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に
応じた支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持
口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケ
アをしている

ﾐｷｿｰ会、ｿﾌﾄ食、刻み食又水分にﾄﾛﾐを使用する
などその人の状態に応じて食べやすいよう工夫
している。嫌いなものは他のもので対応したり好
みに合わせる工夫をしている。水分は季節に応
じた飲みやすいものにしている。

訪問歯科医、訪問歯科衛生士と契約をしており、
必要に応じて口腔内の状態を見てもらっている。
毎食後ﾌﾞﾗｼによる口腔ｹｱ、入れ歯洗浄を行って
いる。

常に身ぎれいに清潔にしていただける様ご本人
に洋服を選んでいただいたり小物でのｵｼｬﾚも楽
しんでいただいている。月1回の理美容で毛染
め、ﾊﾟｰﾏ、髭剃りなどされている

ご利用者の健康状態に合わせた食事内容にした
り、ご利用者の食べたいおやつなどを聞いたり時
には出前のお弁当を取るなど変化を楽しんでも
らっている。食事の下ごしらえ御膳拭きなどのお
手伝いなどをしていただいている。

魚嫌いな人は別メニューにしたり、利用者に合わ
せて食べやすい形態で提供している。また、行事
に合わせてお寿司の出前をとったり、お弁当やサ
ンドイッチを購入して、食卓に変化をつけて、食事
が利用者にとって喜びとなり、楽しみとなるよう工
夫している。

ご利用者との関わりを密にもつ中でなるべく多く
の思いを言っていただける様そして心穏やかに
過ごして頂けるよう支援している。

常に利用者本人のﾍﾟｰｽを大切にして介護してい
る。起床時間、食事時間、食事形態等その都度
希望に沿いその都度対応している。

一人ひとりを尊重した声掛けや介護を行ってい
る。特にﾄｲﾚの声掛けには自尊心を傷つけないよ
う配慮している。面会者の記録は個人別に行っ
ている。

トイレの声かけの際、耳元でささやいたり、他の利
用者に分からない様、シルバーカーにパットを入
れたりして、日頃からプライバシーの配慮に努め
ている。また、混乱した時は利用者の顔色や表
情、空気を読みながら言葉かけしている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

43 （16） ○排泄の自立支援
排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレで
の排泄や排泄の自立にむけた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応
便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる

45 （17） ○入浴を楽しむことができる支援
一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決
めてしまわずに、個々にそった支援をしている

46 ○安眠や休息の支援
一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支
援している

47 ○服薬支援
一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援
張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている

49 （18） ○日常的な外出支援
一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。又、普段は行け
ないような場所でも、本人の希望を把握し、家族
や地域の人々と協力しながら出かけられるように
支援している

ご家族やﾎﾞﾗﾝﾃｨｱの協力を得て初詣やお花見、
ｺｽﾓｽ鑑賞、外食など季節ごとに出かけている
（ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱの方の協力を得ながら車ｲｽ利用者の
外出が出きるのが事業所の強みです）。ご家族
にも協力していただき外出、外食などにも出かけ
てもらっている。

季節の良い時は、事業所周辺や近くの公園を職
員と一緒に散歩したり、家族と一緒に墓参りや外
食に出かけたりしている。また、ボランティアの協
力のもと、気分転換にふれあいセンターの庭で食
事をしたり、季節の外出支援などに取組んだりし
ている。

服薬の管理手順に従いﾐｽが起きないよう一人ひ
とり服薬表を確認又ｽﾀｯﾌ同志確認して内服して
もらっている。薬が変わった時は特に体調の変
化に注意して観察している。配布時は間違いの
ないよう遅出、夜勤2人が次の日の薬を管理して
いる。

ご利用者の興味を引き出す工夫やﾎﾞﾗｲｲﾃｨｱの
方の訪問により楽しい時間を過ごしていただいて
いる。絵画生け花、音楽療法、ｺｰﾗｽなど月1回来
ていただき気分転換を図っている。一人一人に
合わせた飲み物なども提供している。

1日毎の入浴を基本として曜日を決めて入ってい
ただいているが、その日の体調など考慮するな
ど一人ひとりの希望にも沿っている。その他足
浴、清拭も行っている。

週２～３回、午後を中心に利用者の体調や状況に
合わせて入浴支援を行っている。入浴剤を使用し
たり、ゆず湯を提供したりすることで、楽しく入浴出
来るように支援している。

入床前には温かい飲み物を提供し、ゆっくり熟睡
できるよう配慮している。快適に過ごしてもらえる
よう温度管理を行っている。敷毛布、電気毛布、
馴染みの羽毛布団などで心地よく眠れるよう配
慮している。

ご利用者に合わせたﾀｲﾐﾝｸﾞを計り失敗の内容に
配慮している。全く歩けない人もなるべくﾄｲﾚに
座ってもらい排泄を促している。

車イスの人も日中はトイレ誘導している。夜間は
利用者に合わせて、トイレやポータブルトイレ、オ
ムツで対応している。利用者に合わせた声かけ誘
導を行なう事で、パット使用料の軽減に繋がって
いる。

水分をしっかり摂り、朝一番に牛乳を飲んでいた
だいている。果物、繊維質の多い食品を摂ってい
ただくよう心がけている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

50 ○お金の所持や使うことの支援
職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所
持したり使えるように支援している

51 ○電話や手紙の支援
家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている

52 （19） ○居心地のよい共用空間づくり
共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）がな
いように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、
居心地よく過ごせるような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり
共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の
工夫をしている

54 （20） ○居心地よく過ごせる居室の配慮
居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談
しながら、使い慣れたものや好みのものを活かし
て、本人が居心地よく過ごせるような工夫をしてい
る

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり
建物内部は一人ひとりの「できること」「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活
が送れるように工夫している

足元の悪い方はｼﾙﾊﾞｰｶｰを押して安全に移動し
てもらったり、転倒のﾘｽｸの高い人には夜間Pﾄｲﾚ
を使用して頂き安全に安心してすごして頂けるよ
う工夫している。

ｿﾌｧｰでTVを観たり、新聞を読んだりしてくつろい
だり、ご自分の部屋でTVを見たり雑誌や本を読
んでくつろがれている。

ご本人が使っていた家具やﾄﾞﾚｯｻｰやご主人の
写真を置かれている。希望によりTVやﾋﾞﾃﾞｵも設
置されている。各自それぞれ個性的にご自分の
部屋づくりをされています。

タンスやアルバム、化粧品など、馴染みの物を持
参したり、家族や孫の写真を飾ったりして、個々に
居心地よく過ごせる居室となっている。また、部屋
のレイアウトを自分で行っている利用者もいる。

ご家族や知り合いなどからﾌﾘｰﾀﾞｲﾔﾙを使用して
電話をかけていただいたり、遠くに住む娘さん、
お孫さん、姪ごさんから手紙やﾊｶﾞｷ送り物が届
きお礼の返事を出されたりして交流されている。

玄関には季節の生け花や押し花など季節に合わ
せて飾ったり、ﾎｰﾙには行事や誕生日会の写
真、ご利用者のぬり絵、貼り紙など飾っている。

玄関にアロマを取り入れたり、利用者の座布団を
頻繁に変えたりするなど、臭いに配慮している。ソ
ファーに座り、テレビや新聞、雑誌を見たり、編み
物をしたりして、利用者が好きな時間に好きな事
をして過ごすことが出来ている。各ホールの壁面
には、行事や誕生日会で撮った写真やぬり絵作
品が多く飾ってあり、季節を感じることが出来る。

畳の間の荷物整理に期待します。

ご自分でﾎﾞﾃﾞｨｰｴｽﾃなど希望され「少し高額にな
るがﾘﾗｯｸｽ出来てうれしい」といいながら支払い
をされるなどして楽しまれている。ふれあい祭り
ではお好きなものを食べたりﾊﾞｻﾞｰで買い物を楽
しまれている。
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平成 29 年度

【事業所概要（事業所記入）】

※事業所の基本情報は、公表センターページで閲覧してください。（↓このURLをクリック） 

【評価機関概要（評価機関記入）】

○ ○

○
○

○ ○

○ ○

○

○

○ ○

○

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている
（参考項目：30,31）

1. ほぼ全ての利用者が

68
職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が

62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔
軟な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない

2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

4. ほとんどいない 4. ほとんどいない

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る
（参考項目：49）

1. ほぼ全ての利用者が

67
職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 利用者の２/３くらいが

59
利用者は、職員が支援することで生き生きした
表情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

1. ほぼ全ての利用者が

66
職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

1. ほぼ全ての職員が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 職員の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 職員の１/３くらいが

3. 利用者の１/３くらいが 3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどいない

2. 利用者の２/３くらいが 2. 少しずつ増えている
3. 利用者の１/３くらいが 3. あまり増えていない
4. ほとんどいない 4. 全くいない

3. たまにある 3. たまに
4. ほとんどない 4. ほとんどない

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：38）

1. ほぼ全ての利用者が

65

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりが拡がったり深まり、事業所
の理解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

1. 大いに増えている

4. ほとんど掴んでいない 4. ほとんどできていない

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面
がある
（参考項目：18,38）

1. 毎日ある

64
通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度

56
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

1. ほぼ全ての利用者の

63

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
（参考項目：9,10,19）

1. ほぼ全ての家族と
2. 利用者の２/３くらいの 2. 家族の２/３くらいと
3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】

基本情報リンク先 http://www.kaigokensaku.mhlw.go.jp/33/index.php?action_kouhyou_detail_2017_022_kani=true&JigyosyoCd=3370107165-00&PrefCd=33&VersionCd=022

多種多様のボランティア（絵画教室、朗読、フェイシャルエステ、季節の外出行事の際に協力
してくれる人など）を受け入れており、地域の事業所として日常的に交流を図ることで、利用者
の楽しみや笑顔を創出している。事業所主催のふれあい祭りにおいて、バザーやフリーマー
ケット、バンド演奏、陶芸教室など、地域の人も気軽に参加したり楽しめるイベントを企画する
ことで、事業所の認知度を高め、地域への理解を深めている。職員の満足度・定着率が高く、
利用者や家族も安心して任せられる事業である。

評価機関名 有限会社アウルメディカルサービス

所在地 岡山市北区岩井二丁目2-18

訪問調査日 平成　２９　年　１０　月　３１　 日

所在地 岡山県岡山市中区湊２６４－８

自己評価作成日 平成　２９　年　１０　月　７　日 評価結果市町村受理日

　（別紙４）

1  自己評価及び外部評価結果

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

事業所番号 3370107025
＊家庭的な雰囲気の中で一人ひとりに心を向け、毎日穏やかに笑顔で過ごしていただけるよ
うｽﾀｯﾌ一同心を合わせて支援している。
＊家庭では味わえない季節毎の催し物や、毎月音楽療法、ｺｰﾗｽ、絵画の先生、お花の先生
によるﾚｸﾚｰｼｮﾝやﾎﾞﾗﾝﾃｨｱの方の協力を得ながら、外出する楽しみも提供している。
＊職員の研修については率先して受講させ充実した育成計画の中で職員のｽｷﾙｱｯﾌﾟを図っ
ている。

法人名 テルウェル西日本株式会社

事業所名 ＮＴＴグループ　ケアポート岡山（第二ユニット）

http://www.kaigokensaku.mhlw.go.jp/33/index.php?action_kouhyou_detail_2017_022_kani=true&JigyosyoCd=3370107165-00&PrefCd=33&VersionCd=022


自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ.理念に基づく運営
1 （1） ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふまえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して
実践につなげている

2 （2） ○事業所と地域とのつきあい
利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交
流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献
事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の
人の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて
活かしている

4 （3） ○運営推進会議を活かした取り組み
運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合
いを行い、そこでの意見をサービス向上に活かし
ている

5 （4） ○市町村との連携
市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取り組みを積極的に伝
えながら、協力関係を築くように取り組んでいる

6 （5） ○身体拘束をしないケアの実践
代表者および全ての職員が「介指定基準における
禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理解して
おり、玄関の施錠を含めて身体拘束をしないケア
に取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底
管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法につい
て学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内で
の虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

研修にも参加し、ﾐｰﾃｨﾝｸﾞでｽﾀｯﾌ全員に周知、共
有している。言葉使いや態度にも気をつけて利
用者に接している。

運営推進会議に毎回出席していただき介護保険
の新たな動向や、食中毒やｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ等注意報
の状態を会議で話してもらう。

岡山市の講師派遣事業を活用したり、分からない
事があれば事業者指導課へ電話連絡したりして、
日々協力関係を築きながら、サービスの質の向上
に取り組んでいる。

ﾏﾆｭｱﾙに従いﾐｰﾃｨﾝｸﾞで話し合って情報を共有し
ている。身体の危険がある等どうしても必要な時
は家族に説明同意を得ている。

年１回、身体拘束について内部研修会を開催して
いる。また、外部研修にも参加しており、持ち帰っ
た内容をミーティングの中で発表し、職員に周知し
ている。言葉の拘束は、その都度話し合っている

利用者さんの外出時の付き添いや災害時の避
難訓練に参加させてもらいｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ内の事を
知っていただく機会をもうけている。

２ヶ月に１回定期的に開催しており、地域の動向
や情報、事業所内の様子を話し合っている。話し
合った情報をもとに、ボランティアによる外出支援
やテントの貸し出しなど、サービスの向上に活かし
ている。

理念に基づいた仕事を心がけておりいつも利用
者、ご家族の立場に立った仕事を心がけている。
月毎の目標をあげて毎朝の申し送り時に唱和し
ている。

各階のスタッフルームに理念を掲示し、職員に周
知している。また、毎年１２月には理念を振り返
り、実践できているかどうかを確認している。

地域のﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ、中学生の職場体験を受け入れ
てたり、保育園児との交流も年2回ある。散歩時
に地域の方とも顔見知りになった。

事業所主催のふれあい祭りでは、大学生によるバ
ンド演奏やバザー、フリーマーケット、陶芸教室な
ど数多くのボランティアが参加している。また、地
元中学生の職場体験や保育園児の慰問を受け入
れたり、町内の溝掃除やお祭りに参加したりして、
地域と密に交流を図っている。

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

電話、訪問での相談に対応したり運営推進会議
で認知症についての深い支援や理解を深めてい
る。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用
管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要
性を関係者と話し合い、それらを活用できるよう支
援している

9 ○契約に関する説明と納得
契約の締結、解約又はや改定等の際は、利用者
や家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を
行い理解・納得を図っている

10 （6） ○運営に関する利用者、家族等意見の反映
利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員な
らびに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている

11 （7） ○運営に関する職員意見の反映
代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備
代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがい
など、各自が向上心を持って働けるよう職場環境・
条件の整備に努めている

13 ○職員を育てる取り組み
代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会
の確保や、働きながらトレーニングしていくことを
進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上
代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会を作り、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問
等の活動を通じて、サービスの質を向上させてい
く取り組みをしている

行きたい研修、もっと頑張りたい事等ｽﾀｯﾌは沢
山の研修の機会をもらっている。仕事時間内に
費用も会社が負担してくれるのでより多くの学ぶ
機会がある。

他のｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ管理者、ｽﾀｯﾌとの交流もあり、
緊急で入所したい方の対応も他のｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑに
紹介でき喜ばれた。

施設長同席のうえ月に1回はﾐｰﾃｨﾝｸﾞを行ってい
る。日々の申し送りに気軽に発言できる雰囲気
に色々な意見や要望を取り入れている。

施設長との個別面談（年１回）や毎月のミーティン
グを通じて、意見や提案等を聞き取っている。年
次有給休暇も取得しやすく、率直に話し合える働
きやすい職場であり、職員の定着率に反映してい
る。

施設長が年2回は面接を行い意見交換をしてい
る。ｽﾀｯﾌの人員も多く気兼ねなく年次有給休暇
を取ることができる。ｽｷﾙｱｯﾌﾟ研修も積極的に
行ってもらっている。

ご本人、ご家族が同意の下に文章と口頭での説
明を時間をかけてゆっくりとおこなっている。

玄関に「意見箱」を設置している。ご家族が面会
に来られたら最近の様子をお知らせしている。そ
の時に心配な事、不安なことを聞いて対応してい
る。誕生日会に家族に出席して頂いている。

家族の都合に合わせて誕生会を行ったり、利用者
と一緒に食事を楽しみながら家族会を行ったりす
るなど、意見や要望が言いやすい環境作りに努め
ている。また、認知症の進行や利用者への配慮に
関する相談や意見などはミーティング内で話し合
われ運営に反映している。

成年後見人制度については資料をﾌｧｲﾙしてい
つでもｽﾀｯﾌが見ることが出来るようにしている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援
15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困っているこ
と、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている

16 ○初期に築く家族等との信頼関係
サービスを導入する段階で、家族等が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係
づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援
サービスを導入する段階で、本人と家族等が「そ
の時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支えあう関係
職員は、本人を介護される一方の立場におかず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人を共に支えあう家族との関係
職員は、家族を支援される一方の立場におかず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている

20 （8） ○馴染みの人や場との関係継続の支援
本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めている

21 ○利用者同士の関係の支援
利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せ
ずに利用者同士が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている

皆で一緒に体操しﾚｸﾚｰｼｮﾝ行事に参加していた
だく。また共同作業で作品を仕上げて季節ごとの
壁画を作ったりしている。

月1回お手紙で状態を報告したり面会のたびに
様子をお伝えしている。お誕生日会や敬老会に
はご家族を招待している。

ご家族との外出や外食や友人の訪問もあり、ご
本人がさみしい思いをされない様に努めている。
ﾌﾘｰﾀﾞｲﾔﾙでよく電話もかかりお話されている。

馴染みの美容院や喫茶店に出かけたり、家族と
一緒に外食や墓参りに出かけたりしている。また、
正月に外泊したり、家族への電話を取り次いだり
するなど、関係が継続できるように支援している。

ご本人の様子をみながらご家族の意見要望を取
り入れて、一番良い方向に持っていける様に医
師、看護師、ｽﾀｯﾌとも話し合いを持って進めてい
る。

台所仕事洗濯干し、たたみ等ご利用の能力に合
わせてお手伝いをお願いしている。「ありがとう」
「助かります」と言える場面を多く作っている。

ご利用者の表情や発言から不安な事、困ってい
る事をしっかりと受けとめる時間も多く取ってい
る。ご家族、医師とも相談しながらご本人にとって
最良と思える方法で早く慣れていただけるよう努
力や工夫をしている。

ご家族からも情報を沢山いただいている。いつで
もお話が聞けるように体制を整えている。ご家族
の協力を得ながらできるだけ最期まで過ごしてい
ただけるような関係作りをしている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

22 ○関係を断ち切らない取組み
サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関
係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族
の経過をフォローし、相談や支援に努めている

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント
23 （9） ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている

24 ○これまでの暮らしの把握
一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に努
めている

25 ○暮らしの現状の把握
一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている

26 （10） ○チームでつくる介護計画とモニタリング
本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合い、
それぞれの意見やアイディアを反映し、現状に即
した介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映
日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化
本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟
な支援やサービスの多機能化に取り組んでいる

報・連・相を意識してｽﾀｯﾌ全員が同じ情報を持ち
介護できる様にしている。

日々変化していくなかでできるだけご利用者の気
持ちに添ったｻｰﾋﾞｽをおこなっている。

ご利用者の心身の様子は朝と午後の勤務交替
の時にていねいに行っている。また介護記録ｸﾞ
ﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ日誌にも記入して全員が情報を共有し
ている。

利用者ごとに担当ｽﾀｯﾌを決めてｹｱﾏﾈと協力し
ご本人、家族の要望を聞いてｽﾀｯﾌ全員の意見を
取り入れた。介護計画をFAXしている。

変更の１ヶ月前からケアプラン提案書を作成し、こ
れを基にサービス担当者会議を行っている。モニ
タリングは日々行い、毎月評価している。見直しは
基本６ヶ月毎に行い、変化があればその都度行っ
ている。

今までご本人の興味のあった事や好きな事、得
意な事をご家族から聞いて続けていただける様
支援する。

利用者の家族に生活歴を聞いたり、日々の表情
や言動などから把握している。皆で合唱する際、
歌が好きな人を前にするなど、得意なことや興味
があれば主役になれるように努めている。

今まで受け継いだｻｰﾋﾞｽをｹｱﾏﾈやご家族から聞
いて参考にしている。

病院や他施設に行かれても面会にうかがってい
る。退所後も亡くなったら連絡をくださりお別れに
も行っている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

29 ○地域資源との協働
一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している

30 （11） ○かかりつけ医の受診支援
受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得
が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きな
がら、適切な医療を受けられるように支援している

31 ○看護職との協働
介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気
づきを、職場内の看護職や訪問看護師等に伝え
て相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を
受けられるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働
利用者が入院した際、安心して治療できるように、
又、できるだけ早期に退院できるように、病院関係
者との情報交換や相談に努めている。あるいは、
そうした場合に備えて病院関係者との関係づくり
を行っている。

33 （12） ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援
重度化した場合や終末期のあり方について、早い
段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しながら方針を共有し、
地域の関係者と共にチームで支援に取り組んで
いる

34 ○急変や事故発生時の備え
利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている

35 （13） ○災害対策
火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている

地域の方にも参加してもらい防災訓練を年に2回
おこなっている。ｽﾀｯﾌ全員がﾏﾆｭｱﾙを頭に入れ
てすぐに行動出来るようにしている。

地域の人も参加して、昼夜想定で避難訓練を実施
している。消防署立会いの下、消火器やAEDの使
用方法を学んでいる。備蓄は水や毛布などがあ
り、今後、水害を想定した訓練を予定している。

重症化、終末期対応は書面化している。ご家族
にも協力していただいて看取りも行った。医師、
看護師、介護ｽﾀｯﾌと連携しﾁｰﾑで支援している。

入居前に必ず指針の説明を行い、出来る事・出来
ない事などをはっきりと家族や利用者に伝えてい
る。看取りの経験もあり、外部研修に参加したり、
デスカンファレンスの中で振り返りながら方針を共
有している。利用者と家族が安心してサービスを
利用でき様に取り組んでいる。

緊急連絡体制図を各ﾕﾆｯﾄに掲示している。AED
を設置し緊急時にも対応できる様研修も行ってい
る。

24時間医療連絡により異常があればすぐに連絡
指示を受けている。週1回の訪問により健康管理
をしてもらっている。耳あか、爪切り、浣腸、摘便
もお願いしている。

入院先に度々お見舞いに行って先生や看護師
に様子を尋ねたり退院前にはｶﾝﾌｧﾚﾝｽを行い安
心してｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑで生活できる様支援している。

公園や近所への散歩や保育園の園児の訪問、
中学生の職場体験を受け入れ地域と良好な関
係を保っている。

入居前のかかりつけ医継続するかどうかは本
人、ご家族の希望により決めている。入居後は
主治医が月に1回訪問がある。体調不良の時に
はすぐに連絡指示をあおいでいる。

かかりつけ医の受診選択は、利用者と家族に任
せている。月１回の協力医による定期訪問や週１
回の訪問看護を受け入れている。精神科への通
院支援は職員が行っている。利用者の状況によ
り、訪問歯科も受け入れている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　
36 （14） ○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを
損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援
日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自
己決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし
職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのように
過ごしたいか、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援
その人らしい身だしなみやおしゃれができるように
支援している

40 （15） ○食事を楽しむことのできる支援
食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好み
や力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備
や食事、片付けをしている

41 ○栄養摂取や水分確保の支援
食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に
応じた支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持
口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケ
アをしている

食事量のﾁｪｯｸと水分補給は内容に変化をつけ
ながら1日1ℓ以上は飲める様支援している。

訪問歯科を契約しており、口腔内のｹｱを定期的
にしてもらっている。毎食後口腔内のｹｱ、入れ歯
ｹｱをしている。

月1回の理美容で毛染め、ﾊﾟｰﾏも楽しんでいただ
く。洋服はその人が選ばれた洋服を着てもらうよ
うにしている。

身体の状態や好みをよく知り残食がゼロになる
ような食事を提供している。お膳拭きや野菜のし
たごしらえは手伝ってもらっている。

魚嫌いな人は別メニューにしたり、利用者に合わ
せて食べやすい形態で提供している。また、行事
に合わせてお寿司の出前をとったり、お弁当やサ
ンドイッチを購入して、食卓に変化をつけて、食事
が利用者にとって喜びとなり、楽しみとなるよう工
夫している。

ご利用者の表情やしぐさで言葉にならない声も
しっかりと受け取めれる様利用者と深くかかわっ
ている。

ご本人の希望やﾍﾟｰｽに合わせてゆったりと毎日
を過ごしていただき外に出たい人は散歩にお連
れしている。

面会の時は来訪者ｶｰﾄﾞに記入してもらい書棚に
保管している。職員はひとり一人の人格を尊重し
た声掛け介護している。

トイレの声かけの際、耳元でささやいたり、他の利
用者に分からない様、シルバーカーにパットを入
れたりして、日頃からプライバシーの配慮に努め
ている。また、混乱した時は利用者の顔色や表
情、空気を読みながら言葉かけしている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

43 （16） ○排泄の自立支援
排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレで
の排泄や排泄の自立にむけた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応
便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる

45 （17） ○入浴を楽しむことができる支援
一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決
めてしまわずに、個々にそった支援をしている

46 ○安眠や休息の支援
一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支
援している

47 ○服薬支援
一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援
張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている

49 （18） ○日常的な外出支援
一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。又、普段は行け
ないような場所でも、本人の希望を把握し、家族
や地域の人々と協力しながら出かけられるように
支援している

天気が良ければ毎日散歩に出かけている。季節
の移り変わりが楽しめる様に外出の計画も立て
ている町内会の方に手を借りて、お花見に出か
けたり家族にもお手紙でお願いしてなるべく外出
の機会が多く持てる様支援している。

季節の良い時は、事業所周辺や近くの公園を職
員と一緒に散歩したり、家族と一緒に墓参りや外
食に出かけたりしている。また、ボランティアの協
力のもと、気分転換にふれあいセンターの庭で食
事をしたり、季節の外出支援などに取組んだりし
ている。

手順に従って投薬ﾐｽがおきない様に最新の注意
を図っている。薬が変わった時には時に申し送り
を厳重にしてよく観察している。

ご利用者が得意な事、興味のあることが出来る
様に支援している。ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱの訪問も多く楽しみ
を持てる様工夫している。

入浴剤を用意したり個人の体調にあった入浴を
おこなっている。清拭も行って清潔をこころかけ
ている。

週２～３回、午後を中心に利用者の体調や状況に
合わせて入浴支援を行っている。入浴剤を使用し
たり、ゆず湯を提供したりすることで、楽しく入浴出
来るように支援している。

快適に過ごせる様に温度管理をしている。ゆっく
り寝れるように敷・掛け・毛布・電気毛布もご自身
の希望に添って使用している。

利用者のﾀｲﾐﾝｸﾞに合わせてﾄｲﾚ誘導をしてなる
べく失敗がない様にしている。夜間Pﾄｲﾚを使用さ
れる時転倒されないよう気を配っている。

車イスの人も日中はトイレ誘導している。夜間は
利用者に合わせて、トイレやポータブルトイレ、オ
ムツで対応している。利用者に合わせた声かけ誘
導を行なう事で、パット使用料の軽減に繋がって
いる。

朝一番に冷たい牛乳や乳酸菌飲料を飲んでも
らったり果物やｾﾝｲの多い食品を摂れる様に提
供している。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

50 ○お金の所持や使うことの支援
職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所
持したり使えるように支援している

51 ○電話や手紙の支援
家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている

52 （19） ○居心地のよい共用空間づくり
共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）がな
いように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、
居心地よく過ごせるような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり
共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の
工夫をしている

54 （20） ○居心地よく過ごせる居室の配慮
居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談
しながら、使い慣れたものや好みのものを活かし
て、本人が居心地よく過ごせるような工夫をしてい
る

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり
建物内部は一人ひとりの「できること」「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活
が送れるように工夫している

足元が危ない方はｼﾙﾊﾞｰｶｰを利用してもらって
いる。ﾄｲﾚの場所がわかる様に大きく書いてい
る。夜Pﾄｲﾚを利用してもらい安全に安心して過ご
せる様にしている。

皆さん自室にこもることはない。ﾎｰﾙで手作業や
ﾚｸﾚｰｼｮﾝをしたりｿﾌｧｰに座ってDVDやﾃﾚﾋﾞを楽
しまれている。

使いなれた家具やﾄﾞﾚｯｻｰを持ってこられている
人もいる。希望によりお部屋にﾃﾚﾋﾞを持たれて楽
しまれる方もいる。写真や作品をきれいに飾って
おられ各自が居心地良く工夫しておられる。

タンスやアルバム、化粧品など、馴染みの物を持
参したり、家族や孫の写真を飾ったりして、個々に
居心地よく過ごせる居室となっている。また、部屋
のレイアウトを自分で行っている利用者もいる。

ﾌﾘｰﾀﾞｲﾔﾙにご家族が毎日の様に電話をかけて
こられ楽しそうにお話されている。

いつも季節のお花を飾っている。季節に応じたは
り絵やおり紙で四季を感じてもらっている。行事
の写真も多く掲示している。

玄関にアロマを取り入れたり、利用者の座布団を
頻繁に変えたりするなど、臭いに配慮している。ソ
ファーに座り、テレビや新聞、雑誌を見たり、編み
物をしたりして、利用者が好きな時間に好きな事
をして過ごすことが出来ている。各ホールの壁面
には、行事や誕生日会で撮った写真やぬり絵作
品が多く飾ってあり、季節を感じることが出来る。

畳の間の荷物整理に期待します。

お金は個人で持たれていない。ふれあい広場の
日には自由にﾊﾞｻﾞｰ品を選んでもらえる様に無料
券を用意している。
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